
実績報告書：救急需要予測AIプロジェクト （事業者名：株式会社Smart119）

技術実証の概要

過去の人口、気象データ等をAI解析し救急需要を予測し、将
来の救急需要に備えます。

◼ 実績報告書の概要

技術実証の実施内容

加古川市の過去統計データより救急需要増加の要因を探し、
将来の救急需要に有効な対策を検討します。

Smart119システムを使うことが有効と考えられた場合に、追
加で技術実証を行い効果測定を行います。

取組実績（定量的な目標と成果）・成果物

AI解析結果により救急需要は2040年に22,757件（リッジ回帰
を使用）となり、その後徐々に減少していくと予想されまし
た。また、過去データ分析により15年間で現場滞在時間が9
分増加しており、隊員の労務負担となり、救急活動の効率に
影響を与えていると考えられます。

Smart119システムの利用により病院交渉時間は2分36秒短縮
され1事案あたり29％の短縮という結果になりました。この
結果により、システム使用によって隊員の労務負担軽減に繋
がることが想定されます。

今後の展開

救急需要予測AIとSmart119システムを併用し、救急分野にお
ける課題を解決し、隊員の負担軽減、傷病者様の救命率向上
を推進してまいります。



技術実証の概要

◼ 技術実証の概要

1

加古川市消防本部における救急隊の現場到着時間の遅延要因を解析し、改善に向けた具体策
を検討します。技術実証として救急隊覚知日時や出場日時、現場着日時などの消防本部の持つ
データをAI解析し遅延の要因を特定します。原因をSmart119システムにより解決できそうとな
った場合に、さらに技術実証を行い効果を検証します。



技術実証の実施内容

◼ 技術実証の実施内容

2

消防本部として救急需要のAI解析を行い、解析結果次第では別システムを使い技術実証を行うことと
なりました。
AI解析では消防OAデータをもと分析を実施しました。解析結果よりSmart119システムを使うこと

により課題解決につながる可能性があり、2024年1月23日（火）に加古川市東消防署にて追加で技術
実証を実施し、現場到着時間の短縮が認められました。



取組実績（定量的な目標と成果）・成果物

◼ 取組実績（定量的な目標と成果）・成果物

3

AIを用いた解析結果の具体的な実績・成果については以下のとおりになります。

将来救急需要予測まとめ



取組実績（定量的な目標と成果）・成果物

◼ 取組実績（定量的な目標と成果）・成果物
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Smart119システムを用いた技術実証の具体的な実績・成果については以下のとおり
になります。



今後の展開

◼ 今後の展開

5

「Smart119」は救急需要予測AIを含めた救急医療のデジタル化を推進するシステム
になります。Smart119を通して医療従事者の業務負担の軽減、傷病者様の救命率向
上を目指していきます。


